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　私事になるが，書評子が卒業した大学の教養部
は市川市の国

こう

府
の

台
だい

にあり，道路に面した反対側に
国立国府台病院（現，国立国際医療研究センター
国府台病院）があった．「あそこはもともと陸軍の
精神病院だったんだよ」と教えられた．卒業して
精神科医になりたてのころ，今度は東京都小平市
にある国立武蔵療養所（現，国立精神・神経医療
研究センター病院）で働くことになった．そこも
また広大な敷地を持った精神科病院であったが，
「戦争が進むにつれて精神障害の兵隊が増えて国
府台病院だけでは収容しきれなくなって，急遽作
られた陸軍の精神病院だったんだ」という話を聞
かされた．それに続いて，「入院していた兵隊は戦
争ヒステリーの患者で，足を引きずったり松葉杖
をついたりしていたのが，終戦と知ったとたん喜
んで走り出したんだって」という都市伝説が語ら
れるのである．まだ PTSDとかトラウマなどとい
う言葉はなく，当時すでに戦後 30年近く経ち，戦
争神経症などは遠い時代の話と考えられていたの
である．
　さて，本書は戦時中の日本の軍隊で生じた精神
疾患患者が受けた処遇をめぐるさまざまな問題に
ついて，社会学的な手法を用いて論じたものであ
る．著者は精神病院とそれを取り巻く社会という
視点から，かろうじて残された陸軍の精神病院の
記録や関係者からの聞き取りなどの情報をもとに
緻密な議論を展開している．まだ30代の気鋭の社
会学者である．著者は執筆の目的として，「不可視
化された日本兵の戦争神経症」を社会学的な視点
から調査し，戦争のような圧倒的な状況が人の心
身に及ぼす影響と，それらの人びとを社会がどの

ように受け入れたかを明らかにしようとしたとい
う．
　本書では，まず軍事目的の心理学や医学が，戦
前のアカデミズムの中でどのように研究されてい
たかが述べられる．続く章では主として国府台陸
軍病院を舞台にして，「戦時神経症」を代表とする
戦時精神医学の研究が，軍医でもある精神科医に
よってどのように行われてきたか，またそこでの
兵士たちの処遇はどうであったかが，おどろくほ
ど多くの資料をもとに論じられている．また，一
般陸軍病院であった新潟県の新発田陸軍病院を対
象とした調査では，残されたカルテの一部から治
療内容を調べる一方，地方紙の報道から彼らが地
域からどのような目で見られていたかも明らかに
される．患者である兵士に対する恩給制度やその
策定方式についても詳しく研究されており，戦争
神経症の患者は判定基準では身体疾患や外傷患者
よりも低く見られていたこと，その背後には「戦
時ヒステリー」患者に疾病利得をなるべく得させ
まいとする医師たちの態度があったとする．最後
に，終戦後も長く戦争のトラウマに悩み続ける元
兵士たちが，彼らを診療していた現代の精神科医
から紹介されている．
　精神科医としてやや疑問に思ったことを追加し
ておく．本書は戦争神経症を議論の対象としてい
るが，国府台陸軍病院の資料を見ると入院患者の
4割は統合失調症で，「ヒステリー」は 1割程度で
ある．戦争というトラウマが統合失調症の発症や
症状増悪に関係していることは否定できないとし
ても，これは通常のトラウマ反応の図式では説明
できないであろう．また，著者がしばしば引用す
るハーマンの「心的外傷と回復」に対しては，彼
女の広がりすぎたトラウマ概念について行けない
精神科医も多いのではないか．
　ともあれ，精神科医のなかでも，トラウマや
PTSDなどを研究している人たち，精神医学の歴
史を調べている人たち，戦争と精神医学について
興味を持つ人たちには，大いに推薦したい．戦時
の精神科医療は特殊な状況であったかもしれない
が，当時の問題の一部は現在でもまだ潜在してい
るはずである．
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